
 いよいよ明日から夏休みですね。7月は 1年の折り返し地点でもあります。半年間をふり返って、これからの過ごし

方を考えたり、新しく目標を立ててみるのもいいかもしれませんね。 

今年の夏の暑さは、エルニーニョ現象などの影響で、全国的に平年より高い気温が予想 

されています。暑さに負けず、色々な事に挑戦し、充実した毎日を過ごしてくださいね☆彡 
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 ７月に全学年、「性に関する教育」を実施しました。暑さ対策のため、教室でのリモート授業でしたが、それぞれの

発達段階に応じた内容を真剣に受けていました。11月にも講話を全学年予定しております。 

 

🌻１学年は、「宮崎か母ちゃっ子くらぶ 助産師 白池 晶 様」を講師にお招 

きし、生命誕生の過程や心と体の変化、自分も周りの人も大事にするための 

「境界線と同意」などについて学習しました。 
 

【１年生：生徒感想】 

○ 性や思春期というキーワードを聞くと、少し恥ずかしさや違和感を感 

じることがあったが、とても大事なことだと分かった。 

○ ３憶分の１の奇跡で生まれた命をこれからも大切にしたい。 

○ 自分たちは産まれてきただけですごい！生きているだけで 100点満点 

という言葉に勇気づけられた。 
                                    

【１学年 授業の様子】 

 

                 🌞２学年は、「宮崎市男女共同参画センター長 椎木 隆 様」にお越 

しいただきました。「性の多様性(LGBTQ、SOGI)」のテーマで御講話 

いただき、性にとらわれない生き方（自分らしい生き方）や世界のジェン 

ダーギャップ指数、人権尊重の大切さについて学びました。 

                   【２年生：生徒感想】 

                   ○ それぞれの人に得意・不得意があるように、性別も一つの個性だ 
から認め合うことが必要だと思った。 

                      ○ 女性だから、男性だからといって夢を諦めないでほしいという
言葉が印象に残った。これからは、社会の固定概念にとらわれな
い生き方をしていきたいです。 

                     ○ 生活の中で、知る→気づく→変わるという行動を意識しながら 
自分らしく生活していきたいと思う。 

 
 
 

🦀３年生は、「宮崎か母ちゃっ子くらぶ 助産師 白池 晶 様」にお越しいた 

だき、思春期の心と体の変化、男女の性の考え方の違いと性の意思決定、 

性感染症の現状などについて御講話いただきました。 

 

【３年生：生徒感想】 
 ○ 妊娠や出産と聞くと、まだまだ先のことで、自分には関係ないと 

  思っていたが、今自分の体は、もうそれが可能な体になっているの 

  で、自分の行動に責任を持ちたい。 

 ○ 性について正しい知識を持つことは、自分だけでなく大切な人を 

  傷つけないためにも必要なことだと分かった。 

 〇 性感染症にならないためにできることや、もしなった時にどうし 

  たら良いか知ることができ、困ったときは一人で悩まず、信頼できる 

人に相談したい。                            【３学年 授業の様子】 

 

 

 ４月から続いていた健康診断は 6月末ですべて終了しました。お子様に検診結

果と治療勧告書を配付しております（歯科以外は、医療機関での受診が必要な人

のみ配付）。受診が済んでいない人は、この夏休みを利用して早めに医療機関を

受診されることをお勧めいたします。また、受診後は、受診結果のお知らせを保健

室へ御提出ください。よろしくお願いいたします。 

 

                

 

 

 

 

 

【 ２学年 授業の様子 】 


